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３ 要旨
アスパラガス伏せ込み促成栽培において、伏せ込み床の省力・軽労化を図るため、軽量かつ入手しやすい籾殻堆

肥や籾殻を検討したところ、伏せ込み資材としての適性が高いことを明らかにした。

(1)籾殻堆肥および籾殻（前年産）の利用により、山砂に比べて、収穫初期のピークが早まり、収穫初期の収量が多

くなる(図1)。また、山砂と同等以上の収量が得られる（図2)。

(2)籾殻は、当年産をそのまま利用するより、前年産を野積みにして雨ざらしにしたものの方が適する（図2)。

籾殻堆肥は、完熟したもの（粉砕籾殻に石灰窒素、発酵促進剤を処理）を用いた。

(3)籾殻堆肥および籾殻（前年産）の利用により、電熱線加温による消費電力量を4～5割程度削減できる(図3)。

図1 収穫初期における収量の推移(5日間隔) 図2 伏せ込み資材別の収量

図3 電熱線加温による消費電力量
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※収穫期間2010年12月17日～2011年3月12
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※農電園芸マット（単相100V・150W）使用時

鱗芽付近17℃設定

2010年12月6日～2011年3月14日




